シーカヤッカーのためのストランディング対応マニュアル

●発見時（明らかに死んでいる場合、白骨化）

発見　　詳細な観察（注１）　　携帯電話を持っていれば連絡（注２）　　　 指示を受ける　　　　　　　


　　　　　撮影、計測（注３）　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　即時に連絡する手段が無い場合　　　　可能であれば流されないように移動


記録機材が一切無い場合（注４）　　　　　　　　連絡（注２）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●発見時（明らかに生きている場合）

発見　　　　　携帯電話を持っていれば連絡（注２）　　　　　　指示を受ける


　　即時に連絡する手段が無い場合　　　　　状況判断（呼吸が確保されているか等）

動物が大きくて明らかに動かせない、または危険な場合　　　撮影（注３）　　　　　


　早めに連絡（注２）　　　　　指示を受ける　　　　　　時間に余裕がある場合　　　　


応急処置、場合によってはリリース（注５）



●発見時（生死が確認出来ない場合）

発見　　携帯電話を持っていれば連絡（注２）　　　　　　　　　　　指示を受ける

　　　

　　　即時に連絡する手段が無い場合　　　　生存と判断　　　　　早めに連絡（注２）


呼吸、外界の刺激に対する反応を確認（注６）　　　可能であれば流されないように移動　　　

　　　

死亡と判断　　　　　　　撮影（注３）

ストランディングした動物に接近、接触する場合の注意事項

生きている場合＞すぐそばで走らない。顔を写す場合フラッシュは最小限に（目の保護）。尾びれに近づかない（叩かれると非常に危険）。吻（くちばし）や顎を持たない（噛まれるかもしれないし、動物にもよくない）。噴気孔に触らない（敏感な部位であるため）。

死んでいる場合＞死亡した理由が分からない以上素手で触るのは危険。細菌やウィルスがある可能性もある。必要があって触る場合は洗濯用か使い捨てのプラスティックの手袋を使用できれば安全。

※以上を含め自分達に危険が及ぶ可能性がある場合、接近しないで観察に留める。

参照

注１　詳細な観察

近辺の地形、海の状況、打ち上げられている場所、地名（GPSを携帯していた場合は座標）

現場への陸上からのアプローチを調べる（できるだけ具体的に）

動物の状態（生死、目立つ傷、種もしくは特徴、大きさ）、頭数、近辺に仲間がいないか等

注２　連絡

電話で連絡。（国立科学博物館　山田 格 博士　ＴＥＬ０９０－６１０３―１４２８もしくはシックスドーサルズ　藤田健一郎　ＴＥＬ０９０－１５４０－３０３８まで）

出ない場合は留守番電話に大まかな内容を吹き込んでください。

注１、注４を行いながら連絡してもらえれば必要なことをお応えします。

早めに連絡＝車か近辺の町、いずれかの少しでも早く到着できる場所ですぐ連絡

連絡＝急がず可能な範囲で確実な情報を車などに戻ってから連絡して下さい

注３　撮影、計測

撮影にはまず背景を入れた全体の状況が分かるものを数枚、それぞれの個体の左右側面、前面、背側、腹部、後部からの全体像、頭部のアップ、背びれのアップ、尾びれのアップ、生殖溝のアップ、目立つ傷のアップのそれぞれの写真１枚ずつ。

もしフィルムに限りがある場合、最低でも側面から全体写真を１枚撮影。

個体の撮影時はできるだけ砂などは洗い流して撮影する。

計測は実際にはメジャーを持ち歩く事は少ないので注４（記録機材がない場合）の方法になる場合が多いが、せめて車に１個メジャーを積んでおくとよい。

メジャーがある場合は体のラインにそわない直線で以下を計測。

吻先（頭先端）から尾びれの裂け目まで（全長の計測）。背びれの高さ、尾びれの幅、胸びれの長さ、幅など。もちろん専用の記録用紙がありそれに従って記録できれば最適。

注４　記録機材が無い場合の身近なものによる計測

通常メジャーを持ち歩いていることは少ないので実際に現場で計測し記録する為にはデッキに張ってあるロープを解いてこぶで印を付ける事で全長などの主なものだけでもほぼ正確に記録できる。他には自分のカヤックかパドルと対比して記録するのもよい。（例：全長＝バウからスターンのハッチ中央まで）また流木なども使う事ができる、しかし帰りにはデッキに縛って帰らなければならないので注意が必要。歩幅や自分の体でも大雑把には大きさが記録できる。これらを後に数字に直して報告。

計測は体のラインにそってではなく全て直線の長さでお願いします。

注５　応急処置及びリリース

状況＞横倒しになった鯨類の噴気孔がほとんど水に浸かったままになっている場合

対処＞動かせるならば胸びれの入る場所の砂を掘ったうえで体を起こしてあげる。

　　　波が強い場合、頭を陸に向けられれば噴気孔に波がかぶさるのを防ぎやすい。　　　

胸びれ、尾びれを無理に動かすと脱臼、骨折の可能性があるので注意する。

　　　体を転がすのは背びれに負担がかかるのでしない。

　　　砂などを積み上げれば体の安定を保つ事もできるかもしれない。

状況＞体が乾いてしまっている場合

対処＞できればフリース等の水を含みやすく熱を吸収しない明るい色の布をかけて、その上から水をかける。特に目と噴気孔は乾かないように注意、ただし噴気孔に布がかからないように。（噴気孔には水が入らないように注意）布が無い場合は泥や漂着した海藻でもよい。水分を与える事で高体温症を防ぐ。水をかける時ビルジポンプと袋状になっているパドルフロート、防水バッグは有効に使える。

状況＞比較的小さな個体でリリースの可能性がある場合

対処＞持ち上げ、移動のために個体を引きずるのは装備が無く個体が持ち上がらない場合のみ、またその場合は障害物を可能な限り除く。転がすのは個体にストレスがかかり背びれ、胸ビレに負担がかかるのでよくない。参考）実際には専用の担架があったとすると３ｍのハンドウイルカ１頭を持ち上げるのに成人男子６名以上が必要。

　　　いわゆるブルーシートが１枚あればひれに負担がかからないように工夫して乗せられれば引きずっていける可能性がある。

　　　水に浸かって作業する場合は人間の方も体温が低下するので注意、他に波、岩などで溺れる、怪我をする可能性も考えて無理はしないで下さい。

　　　リリースに成功した場合その個体がその後どこに向かったか経過をカヤックで漕いで行きある程度確認出来れば更に良い。

注６　呼吸、外界の刺激に対する反応を確認

噴気孔に触らないようにして手をかざし呼吸を確認してみる、種類によっては呼吸の間隔が長いのである程度時間をかけて確認しなくてはならない。とにかく呼吸していれば生きているのだから注５の応急処置をしたうえで少しでも早く救助を求める必要がある。

呼吸で分からない場合、目の周囲を優しくたたいてみて、まばたきするか調べる。

他のケース

アザラシやオットセイなどの上陸する海棲哺乳類の場合は陸にいてもストランディングかどうかは判断しにくいので専門家に判断を委ねる必要があるので動物を驚かさないように観察の上で早めに連絡する。それらが普通に見られる地域以外で確認された場合は写真だけでも撮れれば良い記録になる（海上、地上含め）。

あらゆる種で港内などへの迷入や定置網などによる混獲を発見した場合もすぐに連絡。

混獲の場合、上陸して近辺の漁協にも連絡する必要がある。この場合もできれば撮影。

死体の漂流も携帯電話を持っていればその場で連絡をもらえれば最適。

写真撮影及びＧＰＳで座標を記録できれば後で見失った場合も良い記録が残す事ができる。

海上のゴミ

海上で頻繁に目にする様々なゴミは海棲動物の胃内容物に見られる場合があります。

海上、海岸で見つけたゴミは可能な限り回収して下さい、よろしくお願いします。
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